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	応用
	抗原情報
	背景
	RB1のリン酸化と活性を調節する。胚発生期における脳皮質の正常な発達に必要である。ヘルペスウイルスおよび水痘ウイルスのタンパク質をPMLボディ内に隔離し、感染性ウイルス粒子の形成を阻害する。ITPR3のリン酸化を調節し、小胞体におけるカルシウム恒常性の調節に関与する（類似性による）。ELF4の転写活性を調節する。
	研究分野
	アポトーシス、mTORシグナル伝達経路
	画像データ
	

	リン酸化PMLタンパク質（Ser518）抗体を使用した、A549、HL-60、U2OSライセート中のリン酸化PMLタンパク質（Ser518）のウェスタンブロット分析。
	

	PML タンパク質 (リン酸化 Ser518) 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

